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町のイメージキャラクター
「なかちゃん」

●デスティネーションキャンペーン ２
●４月から小川出張所の業務内容が変わります ６
●那珂川町議会議員選挙のお知らせ ７
●４月から図書館の開館時間・日数などが変わります １4

　　



　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
と
地
域
が
、
協
働
で
取
り
組
む
国
内
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
花
」「
食
」「
温
泉
」「
自
然
」

「
歴
史
・
文
化
」を
テ
ー
マ
と
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
お
客
様
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
観
光
誘
客
を
図
る
も
の
で
、
今
年
４

月
〜
６
月
に
栃
木
県
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
左
記
の
特
別
企
画
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
県
内
各
地
で
も
観
光
素
材
を
活
か
し
た
た
く
さ
ん
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

等
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
栃
木
県
内
を
満
喫
し
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
な
か
が
わ
メ
シ
】

４
月
１
日（
日
）〜
６
月
30
日（
土
）

　

那
珂
川
町
特
産
品「
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
」「
八
溝
し
し
ま
る
」「
里

山
ほ
ん
も
ろ
こ
」の
３
品
が
一
度
に
味
わ
え
る
自
慢
の
ご
当
地

グ
ル
メ
の
ぜ
い
た
く
御
膳
。
町
の
恵
み
と
町
民
の
方
々
の
手
に

よ
る
特
産
品
を
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
店
舗
毎
に
メ
ニ
ュ

ー
が
異
な
る
の
で
何
度
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

温
泉
と
ら
ふ
ぐ

　

町
内
湧
出
の
温
泉
水
を
利

用
し
て
養
殖
に
成
功
し
た

「
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
」。
身
が
し

っ
か
り
し
て
お
り
、
海
産
よ

り
味
が
濃
厚
と
評
判
で
す
。

八
溝
し
し
ま
る

　

那
珂
川
町
を
含
む
八
溝
山

系
で
と
れ
た
野
生
の
イ
ノ
シ

シ「
八
溝
し
し
ま
る
」は
、
臭

み
が
な
く
質
の
良
い
肉
で
す
。

里
山
ほ
ん
も
ろ
こ

　

琵
琶
湖
原
産
の
コ
イ
科
の

小
魚
で
、
関
西
で
は
高
級
魚
。

当
町
で
は
県
立
馬
頭
高
校
水

産
科
で
ふ
化
に
成
功
し
、
町

内
休
耕
田
で
養
殖
開
始
。
味

は
淡
泊
で
骨
ま
で
柔
ら
か
い

と
評
判
で
す
。

【
ふ
く
ろ
う
の
絵
付
け
体
験
】

期
間　

４
月
１
日（
日
）〜６

月
30
日（
土
）

　

金
結
晶
で
有
名
で
県
の
伝
統
工
芸
品

に
も
選
ば
れ
て
い
る
小
砂
焼
は
、
歴
史

あ
る
陶
芸
で
す
。
福
を
呼
ぶ「
小
砂
焼

ふ
く
ろ
う
の
置
物
」は
人
気
の
置
物
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ふ

く
ろ
う
の
置
物
の
素
焼
き
に
自
分
だ
け

の
絵
付
体
験
が
で
き
ま
す
。

場
所　

小
砂
焼
体
験
セ
ン
タ
ー
陶
遊
館

（
小
砂
2
7
1
2
-15
藤
田
製
陶
所
内
）

☎
0
2
8
7（
9
3
）0
1
1
7（

要
予
約
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

料
金　

1
、3
0
0
円

（
完
成
後
郵
送
の
場
合
は
送
料
別
途
要
）

定
休
日　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
営
業
）

御前岩物産センター 寿司処　あすか 大八寿司

幸寿司 レストラン道 そば処　古館

体験された方に「なかちゃん缶バッジ」体験された方に「なかちゃん缶バッジ」
をプレゼントをプレゼント

「なかがわメシ」を食べた方に
「なかちゃん缶バッジ」をプレゼント
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【
ふ
く
ろ
う
が
い
っ
ぱ
い
展
】

期
間　

４
月
25
日（
水
）〜６

月
30
日（
土
）

　

日
本
最
大
級
の
大
ふ
く
ろ
う（
不
苦

労
）像
が
あ
り
、
運
気
上
昇
・
金
運
福

徳
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気

の
あ
る
鷲と

り
の
こ子

山さ
ん
し
ょ
う上

神じ
ん
じ
ゃ社

に
、
期
間
中
、

３
０
０
０
点
も
の
ふ
く
ろ
う
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

場
所　

鷲
子
山
上
神
社（矢

又
1
9
4
8
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

定
休
日　

無
休

☎
0
2
8
7（
9
2
）2
5
7
1

料
金　

無
料

　県内各地の観光情報は、｢とちぎ旅ネ
ット｣（https://www.tochigiji.or.jp/）
にてご覧いただけます。

民芸調の宿いさみ館

元湯東家 栃木県障害者保養センター
那珂川苑

取扱店：町内９店舗
〈飲食店〉
大八寿司　（☎0287-92-5108　料2,980円　休木曜日　要予約）
そば処古館　（☎0287-92-5119　料2,250円　休水曜日祝日除）
寿司処あすか　（☎0287-92-0550　料3,000円　休月曜日祝日除 要予約）
レストラン道　（☎0287-92-3363　料3,000円　休月曜日）
御前岩物産センター　（☎0287-93-0680　料2,680円　休元旦）
幸寿司　（☎0287-96-3177　料3,000円　休不定休　要予約）
〈宿泊施設〉１泊２食プラン（夕食時に提供、要予約）
民芸調の宿いさみ館　（☎0287-92-4126　料15,120円～）
元湯東家　（☎0287-92-3355　料15,000円～）
栃木県障害者保養センター那珂川苑
（☎0287-92-5511　料9,230円～　１日15名限定）

デスティネーションキャンペーン記念

いこー！けんおー！
インスタグラム

　　フォトコンテスト
　那珂川町を含む下記市町の魅力を
写真に撮って、特産品を当てよう!!

Instagramでtochigikenouをフォロー
して、｢#tochigi｣と、｢#いこーけんお
ー｣のハッシュタグをつけた写真を
投稿しよう。

　投稿いただいた方の中から入賞者
７名様に宇都宮餃子、鹿沼市のはち
みつ、さくら市のきつれがわアップ
ルパイ・湯のまちサブレ・氏家うどん、
那須烏山市の烏山和紙灯かりキット、
上三川町の下野屋・豆心スペシャル
セット、高根沢町のジェラート詰め
合わせ、那珂川町のハムの詰め合わ
せのいずれかをプレゼントします。

【応募期間】
６月30日まで

問い合わせ
栃木県ＤＣ企画会議県央地域分科会
事務局（宇都宮市観光交流課内）
☎028-632-2436

神社内「椿茶屋」で食事された方に神社内「椿茶屋」で食事された方に
「なかちゃん缶バッジ」をプレゼント「なかちゃん缶バッジ」をプレゼント
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国民健康保険・国民年金 こんな時には役場に届出が必要です!
　春は学校の卒業・入学、会社の就職・退職と重なり、異動の多い季節です。異動に伴い、加入している健
康保険や年金が変わる場合がありますので、脱退・加入の手続きを忘れないようにしましょう。

※ 世帯に国保加入者がいる場合の転入・転出・転居・世帯合併・世帯分離・世帯主変更などの住民異動届に
伴う異動の際にも、国保の保険証を持参してください。

　問い合わせ　住民課保険年金係　☎0287-92-1112

国民健康保険（国保）に
加入・脱退するとき 役場に持っていくもの

他の市町村から転入したとき ・転出証明書
・印鑑、マイナンバーがわかるもの、本人確認ができるもの

他の市町村へ転出するとき ・国民健康保険被保険者証
・印鑑、マイナンバーがわかるもの、本人確認ができるもの

社会保険などの保険に入ったとき ・国民健康保険被保険者証と社会保険被保険者証
・印鑑、マイナンバーがわかるもの、本人確認ができるもの

社会保険などをやめたとき ・資格喪失証明書
・印鑑、マイナンバーがわかるもの、本人確認ができるもの

子どもが生まれたとき ・母子手帳、国民健康保険被保険者証
・印鑑、マイナンバーがわかるもの、本人確認ができるもの

死亡したとき ・国民健康保険被保険者証
・印鑑、マイナンバーがわかるもの、本人確認ができるもの

国民年金に加入・脱退するとき 役場に持っていくもの

20歳になったとき ・国民年金加入届
・印鑑、マイナンバーがわかるもの

社会保険などをやめたとき ・資格喪失証明書
・年金手帳、印鑑、マイナンバーがわかるもの

収入がなく免除申請をしたいとき
・年金手帳、印鑑、マイナンバーがわかるもの
※離職による場合は
雇用保険受給者証または雇用保険離職票等

学生で納付特例したいとき ・年金手帳、印鑑、マイナンバーがわかるもの
・学生証または在学証明書

国民健康保険　人間ドック・脳ドック助成のお知らせ
　生活習慣病等の早期発見に、人間ドック・脳ドックの費用の一部を助成します。
対 象 者　・35～74歳までの国民健康保険加入者

・国保税の滞納のない世帯
・町の集団健診を受けていない方
※集団健診を受けた方はドック助成を受けられません

助 成 額　25,000円
内　　容　人間ドックまたは脳ドック
申込方法　補助金申請書を住民課へ提出
持参するもの　・印鑑
　　　　　　　・国民健康保険被保険者証、本人確認ができるもの
受付期間　　４月16日（月）～12月28日（金）
問い合わせ　住民課保険年金係　☎0287-92-1112
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町立認定こども園臨時職員随時募集中！
職種 募集人員 賃金 勤務時間・日数 勤務内容・雇用条件等

保育教諭 10 日給　8,400円

・月～金、午前７時30分～午
後７時のうち８時間（休憩60
分含む）、シフト表有り
・土曜日交替勤務有り
　※短時間勤務応相談

・認定こども園の教育保育業務
・幼稚園教諭、保育士、小学校
教諭、養護教諭のいずれかの
資格免許

パート保育教諭
６ 時給　1,200円 ・月～金、午前７時30分～午

前８時30分

６ 時給　1,200円 ・月～金、午後５時～午後７時

子育て支援員 １ 日給　7,700円 ・月～金、午前８時30分～午
後４時30分

・子育て支援センター運営補助
・子育て支援員研修修了者

養護教諭 ３ 日給　8,400円 ・月～金、午前８時30分～午
後４時30分（休憩60分含む）

・園児の怪我、疾病等への応急
処置、保健指導等

・養護教諭免許
●賃金のほか、通勤距離に応じて通勤割増賃金が支給されます。
●雇用期間は、平成30年４月１日～平成30年９月30日までの６か月間です。（６か月間の更新をする場合もありま
す。）
●選考は、書類審査、及び面接により行います。
●申し込み書類　①臨時職員雇用願（子育て支援課で配布します。町ホームページよりダウンロードできます。）
　　　　　　　　②資格・免許等を証明するものの写し
●募集期間　平成30年３月23日（金）まで
●申し込み・問い合わせ　子育て支援課子育て支援係　☎ 0287-92-1115

４
月
か
ら　

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

高
額
療
養
費
の
多
数
該
当
が

栃
木
県
内
で
通
算
さ
れ
ま
す

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
は
、
栃
木
県
内
の

他
の
市
町
へ
転
出
し
た
場
合
で
も
資
格
は

継
続
し
ま
す（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
は
転
出
後
の
市
町
で
改
め
て
交
付
さ
れ

ま
す
）。

　

こ
れ
に
伴
い
、
過
去
12
か
月
以
内
に
高

額
療
養
費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
る
場
合

に
自
己
負
担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

制
度（
多
数
該
当
）に
つ
い
て
、
栃
木
県
内

の
他
の
市
町
へ
の
転
出
で
、
転
出
後
も
同

じ
世
帯
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、

転
出
前
の
支
給
も
通
算
し
て
多
数
該
当
の

回
数
に
含
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
該
当
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
と
は
…

　

１
か
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
と
、

そ
の
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
証
の

更
新
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
が
翌
年
７
月
31
日
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
被
保

険
者
証
の
更
新
は
８
月
に
変
更
と
な
り
ま

す
。
更
新
時
に
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納

が
あ
る
世
帯
に
は
、
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

国
保
の
し
く
み
は
変
わ
り
ま
す
が
、
医

療
の
受
け
方
や
保
険
税
の
納
め
方
な
ど
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
や
制
度
改
正
に
つ
い
て
、

ご
不
明
な
点
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
保
険
年
金
係

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
２
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4月から小川出張所の業務内容が変わります4月から小川出張所の業務内容が変わります
昨年10月から役場新庁舎の全面開庁により、13課２局がひとつの庁舎で業務を行っています。
これまで小川出張所で行っていた業務のうち、複数の課での手続きを必要とするものや、手続

きが複雑なもの等については４月から役場新庁舎で一括して行い、特に利用が多い納税や住民票
など各種証明書の交付、一部届出の受理等については、引き続き小川出張所でも取扱います。
なお、各種申請に係る用紙等については、小川出張所でもお受け取りできます。
ご希望の手続きが小川出張所で行えるか分からないときは、お気軽にお問い合わせください。

引き続き小川出張所で行う主な業務引き続き小川出張所で行う主な業務
○各種証明書の発行　（戸籍謄抄本、住民票の写し、印鑑登録証明、税証明など）
○戸籍等の受付　（死亡届のみ）　
○保険証等の再発行　（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険）
○税金等の納付　（ 町県民税、固定資産税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、

介護保険料、町営住宅使用料、上下水道使用料、ケーブルテレ
ビ使用料など）

○臨時運行許可
○医療券発行　（生活保護）

次の業務は新庁舎で行います次の業務は新庁舎で行います
○住所の異動（転入、転出、転居、世帯主変更など）
○戸籍の受付（出生、死亡、婚姻、離婚、縁組など）
○旅券（パスポート）の申請・交付
○マイナンバーカードの交付
○医療・福祉関係申請のすべて

役場窓口業務の延長のお知らせ役場窓口業務の延長のお知らせ

　町民のみなさんが仕事帰り等にも役場が利用できるよう、全課局で窓口業務を延長し
実施します。ぜひ、ご利用ください。
◆窓口延長実施日　　毎週水曜日
◆窓口延長時間　　　４月からは午後６時30分まで時間を延長します
◆通常開庁時間　　　午前８時30分から午後５時15分まで

休日窓口業務は、４月から新庁舎のみとなります休日窓口業務は、４月から新庁舎のみとなります

現在小川図書館で行っている休日（土曜日・日曜日）窓口業務は、受付件数がわずかで
あるため、４月より当分の間休止します。
４月から新庁舎日直での対応となりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
なお、小川出張所（☎0287-96-2111）におかけ頂いた電話は、新庁舎へ転送となりま

すので、日直が対応させていただきます。
◆日直窓口受付時間　　　午前８時30分から午後５時15分まで

問い合わせ　総務課　☎0287-92-1111　小川出張所　☎0287-96-2111
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詳しくは、那珂川町選挙管理委員会までお問い合わせください。
問い合わせ　那珂川町選挙管理委員会　☎0287-92-1111

那珂川町議会議員選挙のお知らせ
投　票　日　　平成30年４月22日（日）　午前７時～午後７時
告　示　日　　平成30年４月17日（火）
期日前投票　　平成30年４月18日（水）から平成30年４月21日（土）まで
　　　　　　　午前８時30分～午後８時　
　　　　　　　・役場新庁舎（馬頭期日前投票所）
　　　　　　　・小川公民館（小川期日前投票所）

　　　※投票日当日の投票時間は、午前７時から午後７時までです。
　　　※投票日当日、仕事や旅行等で投票できない方は、期日前投票ができます。
　　　※病院や施設に入院入所中の方は不在者投票ができます。

『この一票　みんなで築く　那珂川町』

○立候補予定者説明会○立候補予定者説明会
日　時　平成30年３月23日（金）　　午前10時から
場　所　役場新庁舎　２階会議室

○立候補届出書類等事前審査○立候補届出書類等事前審査
日　時　平成30年４月10日（火） 午前の部　午前９時30分から12時
 午後の部　午後１時から３時
場　所　役場新庁舎　２階会議室

◆馬頭第３投票所が変わります◆◆馬頭第３投票所が変わります◆
４月22日に執行される那珂川町議会議員選挙から、馬頭第３投票所が変わります。

（新）　役場新庁舎　１階　多目的活動室
（旧）　馬頭総合福祉センター　研修室
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江
口
隼
人
選
手　

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
出
場
報
告
会

昨
年
12
月
30
日
か
ら
、
１
月
８
日
に
か

け
て
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
９
会
場
で

第
96
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
お
い
て
、

江
口
隼
人
選
手（
馬
頭
）が
所
属
す
る
矢
板

中
央
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
結
果
、
見
事
全
国
３
位
に
輝
き
、

２
月
２
日
、
町
長
の
も
と
へ
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。

江
口
選
手
は
大
会
を
振
り
返
り
、「
１
年

生
の
時
に
は
あ
ま
り
感
じ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
責
任
感
の
重
み
を
も
っ
て
戦
え
た
。

全
員
で
攻
撃
的
に
戦
え
た
こ
と
が
、
勝
ち

に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
今
ま
で
に
見
て

き
た
こ
と
の
な
い
風
景
が
、
勝
ち
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
の
で
、
自
分

の
人
生
経
験
に
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
大
学
に
進
学
し
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
指
し

た
い
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

後
も
活
躍
を
ぜ
ひ
期
待
し
て
い
ま
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ

が
、
２
月
３
日
か
ら
４
日
の
１
泊
２
日
で
、

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
町
内
小
学
生
22

人
が
参
加
し
、
雪
山
で
の
活
動
を
満
喫
し

ま
し
た
。

１
日
目
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー
の
活

動
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
雪
原
の
中
を
、

う
ま
く
滑
れ
る
よ
う
に
努
力
し
な
が
ら
最

後
ま
で
熱
心
に
活
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

講
師
の
方
か
ら
の
木
々
や
野
生
動
物
に
関

す
る
説
明
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

２
日
目
は
、
雪
遊
び
を
行
い
、
そ
り
す

べ
り
や
か
ま
く
ら
作
り
な
ど
、
み
ん
な
で

協
力
し
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

那
珂
川
町

ブ
ラ
ン
ド
認
定
証
交
付
式

那
珂
川
町
で
生
産
・
加
工
・
販
売
さ
れ

て
い
る
商
品
の
う
ち
、
消
費
者
の
評
価
が

高
い
も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
に
す
る
、

「
那
珂
川
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
証
交
付
式
」が

２
月
16
日
に
役
場
会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
商
品
は
、
ボ
イ
ラ

ー
の
余
剰
熱
を
利
用
し
、
ハ
ウ
ス
栽
培
さ

れ
て
い
る（
有
）鈴
木
材
木
店
の「
な
か
よ

し
マ
ン
ゴ
ー
」と
町
特
産
品
の
イ
ノ
シ
シ

肉「
八
溝
し
し
ま
る
」の
臭
み
を
和
ら
げ
、

お
い
し
く
味
わ
う
た
め
に
ゆ
ず
や
５
種
類

の
ス
パ
イ
ス
を
使
用
し
て
開
発
さ
れ
た
、

関
東
ユ
ウ
キ
食
品
工
業（
株
）の「
猪
の
タ

レ
」の
２
品
目
で
す
。

今
回
の
認
定
を
受
け
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド

認
定
品
は
31
店
舗
38
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

「
笑
っ
て
健
康
・
落
語
を
楽
し
む

会
」が
、
１
月
27
日
に
久
那
瀬
多
目

的
集
会
所
で
開
催
さ
れ
、
落
語
や
腹

話
術
が
披
露
さ
れ
る
と
会
場
は
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

２
月
11
日
、
那
珂
川
中
央
漁
協
小

川
支
部
主
催
の「
親
子
ふ
れ
あ
い
ま

す
釣
り
大
会
」が
権
津
川
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

特
設
釣
り
場
に
は
、
4
0
0
匹
以

上
の
ニ
ジ
マ
ス
が
放
流
さ
れ
、
親
子

な
ど
約
50
人
の
参
加
者
は
、
青
空
の

下
で
ま
す
釣
り
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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那
珂
川
町版

画
コ
ン
ク
ー
ル

第
13
回
那
珂
川
町
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
、
２
月
16
日
に
馬
頭
広
重
美
術

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
町

内
の
小
中
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
か
ら

8
5
3
点
の
応
募
作
品
が
あ
り
、
２
月
８

日
に
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
川
教
育
長
か
ら「
美
術
品
に
親
し
む

こ
と
は
心
に
感
性
と
い
う
も
の
が
育
ち
、

大
人
に
な
っ
た
と
き
に
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
美
術
品
に
親
し
ん
で

く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長
賞
に
は
、
わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も

園
の
佐
藤
陽あ
き
と人
く
ん（
小
川
）の
作
品「
エ

ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
」が
選
ば
れ
、「
賞
を

も
ら
え
て
う
れ
し
い
。
り
ゅ
う
の
あ
た
ま

の
と
こ
ろ
が
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
色

を
工
夫
し
て
考
え
な
が
ら
作
っ
た
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成町

民
大
会

平
成
29
年
度
那
珂
川
町
青
少
年
健
全
育

成
町
民
大
会
が
２
月
18
日
に
小
川
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
４
人
が
善
行
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

モ
デ
ル
子
ど
も
会
活
動
報
告
で
は
、
舟

戸
子
ど
も
会「
小
川
地
区
山
車
巡
行
参
加

に
つ
い
て
」と
上
芳
井
子
ど
も
会「
元
薬
利

小
学
校
地
域
４
地
区
子
ど
も
会
交
流
会
活

動
報
告
」に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
お
笑
い
芸
人
の
ス
マ
イ
リ
ー

キ
ク
チ
さ
ん
に
よ
る「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
人
と
の
か
か
わ
り
合
い
〜
突
然
僕
は
殺

人
犯
に
さ
れ
た
〜
」の
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ネ
ッ
ト
上
の
不
適
切
な
投
稿
に
つ

い
て「
言
論
の
自
由
と
誹
謗
中
傷
は
違
う
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

産
官
学
連
携

新
商
品
デ
ザ
イ
ン
事
業

町
と
学
官
連
携
を
進
め
る
宇
都
宮
メ
デ

ィ
ア
・
ア
ー
ツ
専
門
学
校
の
学
生
が
、
矢

又
の「
そ
ば
処　

古
館
」の
新
商
品
と
な
る

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
制

作
、
デ
ザ
イ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
２
月
21
日
に
役
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ビ
ジ
ュ

ア
ル
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
１
年
生
31
人
が
、

７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

選
考
の
結
果
、「
ふ
く
ろ
う
」と「
ゆ
ず
」

を
掛
け
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
ふ

く
ろ
う
の「
ふ
く
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

「
ふ
く
ふ
く
」と
い
う
商
品
名
の
Ｆ
グ
ル
ー

プ
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

南
那
須
医
師
会
、
那
須
南
歯
科
医

師
会
が
主
催
す
る
在
宅
医
療
介
護
連

携
講
演
会
が
、
２
月
11
日
小
川
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
要
介
護
者
の
口
腔
ケ
ア
に

つ
い
て
医
療
・
介
護
福
祉
団
体
関
係

者
な
ど
約
1
2
0
人
が
聴
講
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
18
日
、
旧
馬
頭
北
保
育
園
を

会
場
に
、「
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
音

楽
教
育
専
攻
生
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
、約
50
人

が
美
し
い
音
色
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
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な
か
が
わ
町
民
大
学
開
催

　

２
月
25
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て「
な
か
が
わ
町
民
大
学
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

育
脳
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
中
島
み
ち

る
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
こ
ど
も
が
生
き

生
き
育
つ　

魔
法
の
言
葉
か
け
・
働
き
か

け
〜
那
珂
川
町
の
将
来
の
た
め
、子
育
ち
・

孫
育
ち
・
共
育
ち
」を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
さ
ん
は
、「
昔
に
比
べ
、
子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
社
会
が
変
わ
っ
て
い
る
。
家

庭
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で
育
て
て
い

く
と
こ
が
重
要
。
大
人
が
、
健
康
で
楽
し

く
地
域
で
過
ご
す
こ
と
が
、
子
ど
も
の
見

守
り
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
地
域
づ
く
り

に
な
る
」な
ど
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
、質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
は
地
域
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

那
珂
川
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

普
通
救
命
講
習
会

　

２
月
25
日
に
那
珂
川
町
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
普
通
救
命
講
習
会
が
那
珂
川
消
防
署
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
那
珂
川
町
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
が
地
域
に
お
け
る
自
主
救
護
能
力

向
上
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
地
域
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
約
50

人
が
参
加
し
、消
防
職
員
の
指
導
の
も
と
、

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
や
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
っ

た
救
命
処
置
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
応
急
手
当
の
流
れ
や
手
順

を
丁
寧
に
確
認
し
、
本
番
を
想
定
し
た
救

命
処
置
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
星
会
長
か
ら

は
、「
講
習
を
受
け
て
か
ら
年
数
が
経
つ
と

忘
れ
て
い
る
部
分
も
出
て
く
る
。
継
続
し

た
受
講
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
」と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

な
か
が
わ
学
発
表
会

　

２
月
26
日
、小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
産
官
学
連
携
事
業「
な

か
が
わ
学
発
表
会
」が
行
わ
れ
、地
域
住
民

や
関
係
者
約
３
５
０
人
が
学
生
の
提
案
や

考
え
を
、熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

成
果
発
表
と
し
て
、
科
学
技
術
担
当
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
馬
頭
中
学
校
理
科
部
の

「
馬
頭
の
地
層
と
化
石
」の
研
究
成
果
、
馬

頭
高
校
普
通
科
１
、２
年
生
が
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
学
習「
那
珂
川
学
」で
は
地
域

調
査
、
地
域
お
こ
し
研
究
な
ど
の
学
習
成

果
、
帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科

金
子
ゼ
ミ
の
学
生
が
作
成
し
た
那
珂
川
町

Ｐ
Ｒ
動
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
評
で
、
帝
京
大
学
の
金
子
弘
道
教
授

は
、「
地
域
を
調
べ
る
と
い
う
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
、
地
域
の
資
源
を
発
見
し
、
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え
て
も
ら
い

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

露
久
保　

三
郎
氏

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
露
久
保
三

郎
氏（
大
内
）が
大
内
上
地
区（
脇
郷
、

重
郎
内
、
仲
郷
、
木
戸
、
加
倉
、
大

畑
、
光
崎
）の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
３
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
平
成
31
年
11
月
30
日

ま
で
で
す
。

前
任
の
岡
忠
禄
氏（
大
内
）に
は
、

町
長
・
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

ま
ん
が
ア
ー
ト
科
１
年　

荒
井　

麻
衣
さ
ん

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 
有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

酒蔵まつり開催酒蔵まつり開催酒蔵まつり開催

那須烏山市中央 1-11-18
TEL 0287-83-1221

午前10時開場　午後3時受付終了
午後3時30分閉場3月24日（土）
午前10時開場  午後2時30分受付終了
午後3時閉場25日（日）

場所

日時

入場
無料

http://www.azumarikishi.co.jp
詳細は下記ホームページにてお知らせいたします。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果について
（平成29年度年間変動調査分（ダイオキシン類））

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知ら
せします。
採 水 日　平成29年11月７日
採水場所　１周辺環境水　　　・投棄地直下河川
　　　　　　　　　　　　　　・小口川上流
　　　　　２投棄現場浸出水　・投棄地下流側観測井
調査結果　全ての地点で環境基準以下であった。
　　　→周辺環境への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287-92-1411
　　　　　　生活環境課　☎0287-92-1110

下水道への接続はお済みですか？
　町では、市街地とその周辺地域を中心として、下水道の整
備を行っています。下水道は生活排水を浄化し、きれいにな
った水を川に放流しています。（生活排水とは：洗濯、お風呂、
トイレのし尿、台所の水等）

○下水道を利用することで
・川の水がきれいになります。
・水洗トイレが使えます。
・汚れた水が側溝へ流れなくなり、悪臭や蚊、ハエの発
生を防ぎます。

　下水道が整備されても、下水道区域のみなさんに利用して
いただかなければ、水路の汚れや悪臭はなくなりません。生
活環境をより良いものにするためにも、１日も早く下水道に
接続くださるようお願いいたします。
　また、下水道の区域以外にお住いの方は、浄化槽を新たに
設置する場合、補助金制度をご利用頂けます。

　下水道や浄化槽について、ご不明な点がありましたら下記
までお問い合わせください。
問い合わせ　上下水道課 下水道係　☎0287-92-2002
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マタニティクラス
～ハローベビー～
　４月は中医アロマのセルフケアです。自分でもで
きる妊娠中のマイナートラブル解消法を実践してみ
ましょう！
日時　４月20日（金）　午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
持ち物　手ぬぐいサイズのタオル・母子健康手帳
料金　無料
講師　小鮒　千文さん（地域おこし協力隊）

ママのセルフケア教室
　４月から始まる新しい教室です！育児に追われて産
後は自分のケアは後回しになりがちです。産後の体に
優しい有酸素運動とおいしいランチで、心も体もリフ
レッシュしましょう。
対象　生後１か月～７か月までの赤ちゃんとそのお母

さん
日時　４月13日（金）　午前10時～午後１時
内容　バランスボールを使った運動。運動終了後に産

後の養生ランチ。
場所　健康管理センター
持ち物　飲み物、タオル
　　　　運動ができる服装でお越しください
料金　無料
講師　佐藤　直子さん（NPO法人マドレボニータ認定
産後セルフケアインストラクタ―）

産後サロン
　赤ちゃんを産んで間もないお母さん同士、ランチ
を食べながら半日ゆったり過ごしてみませんか？
対象　生後２週間～３か月までの赤ちゃんとそのお

母さん
日時　３月27日（火）　午前10時～午後１時
内容　授乳や関わり方、お母さんの体調の相談など
場所　健康管理センター　　
料金　ランチ代400円
講師　浅川　まり子さん（助産師）

※各教室とも事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。

らせらせらせ子育て世代包括支援センターからのお知ら子子子子育て世代包括支援センターから育育子子子子子子育て世代包括支援センターからのお子子子育て世代包括支子子育て世代包括支援センタ からのお育子育て世代包括支援センタ からのお知子子子子子子子子子子子育育育子育て世代世代包代包括支括支支援セ援センセンタンターかーからからのお せせせせせせせららら知らせせせせせ知らら知らせお知らせらららせらせらせらせせせせせせ子育て世代包括支援センターからのお知らせ

申し込み・問い合わせ　子育て世代包括支援センター　☎0287-92-4085

母子健康手帳交付について
　母子健康手帳は妊娠中の経過や産後の不安などを
フォローするため、保健師がお話を聞きながらお渡し
しています。交付を希望される方は子育て世代包括
支援センター（子育て支援課内）までご連絡ください。

子育て支援センター
☎0287－96－5223
わかあゆわかあゆ

☎0287－92－5055
ひばりひばり

☆なっきーショー☆　
　なっきーさんと楽しい時間を一緒に
すごしましょう。
３月23日(金)午前10時30分～
講師　なっきーキッズステーション
　　　夏目　敬子先生　
　　　　　　人数　先着30組
　　　　　　申し込み　
　　　　　　　　３月16日(金)まで

：子育て支援センターわかあゆ
：子育て支援センターひばり

☆砂場であそぼう☆　
４月18日(水) 
　　　　午前10時30分～　

☆新聞紙であそぼう☆　
４月25日(水)　
　　　　午前10時30分～

３月16日(金)　２・３歳児集まれ‼　
大きくなったね(手形スタンプをしよう)

　子育て支援センターは、0歳から就学前のお子さんと家族が一緒に遊べる場です。親子のふれあい、交流の場、
情報交換、育児相談の場として気軽にご利用ください。
利用日時　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時

おおきくなったかな？　　
３月19日（月）～ 23日（金）
身長と体重が測れます。

3月
4月
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なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記
地域おこし協力隊　小鮒千文

Vol.28

　春は、職場の異動や転居などで環境が大きく変わる方もいるのではないでしょうか。不安や心配事などで以下
の症状があるときには、早めに対処するようにしましょう。
◆こんな症状が続くときは、専門機関に相談しましょう

◦気分が沈む、憂うつ　◦何も食べたくない、食事がおいしくない　◦なかなか寝つけない、熟睡できない
◦胸がどきどきする、息苦しい　◦以前と比べて疲れやすく、気力がわかない　◦イライラする、怒りっぽい

◆症状があっても、自然な反応の場合もあります

　こころの病気は自分では気づきにくい場合もあります。その人らしくない行動が続き、生活面で支障が出てい
る場合は早めに専門機関に相談するよう勧めてください。
～職場のストレスチェックを受けましたか？～
　職場のストレスチェック制度は、労働者のこころの不調を未然に防止することを目的としています。（※常時
50人以上の事業場）職場でストレスチェックを受ける機会がある方は、この制度を利用し自分のこころの健康を
チェックしましょう。

こころの健康 １ ～ストレスに気づくこと～保健師コラム

日差しがあたたかく心地よい時期になりました。皆
さまいかがお過ごしでしょうか。新年度へ向けて、健
やかに過ごす養生ポイントをご紹介します。早春の養
生は、解毒と解放がポイント。冬を乗り切るために冬
眠モードだった体が、気温の上昇と共に新陳代謝が活
発になる時期です。さらに様々な変化のある春は、新
たな環境への緊張や急激な寒暖の差などのストレスを
受け易く、花粉症だけでなく風邪などにかかりやすい
状態になるそうです。それぞ
れの新たな春へ向けて、のび
のびと晴れやかに、春を楽し
みましょう。
【基本の養生】
・早寝早起き腹八分目
・よく動き、よく眠る
・食卓は旬の恵みを主役に

【３月のおすすめ食材】
苦みのある山菜（ふきのとう、セリ、クレソンなど）、
葉物野菜（菜花、かき菜など）
※苦味のある山菜や葉野菜は体内の毒素を排出してく
れる効果があります。

花粉症対策◇冷えタイプ
水っぽい鼻水、くしゃみ、鼻がかゆい、冷えがでや
すい方は冷えに注意、体を温める食事を。
（おすすめ薬膳茶）生姜紅茶、よもぎ茶※ほうじ茶や番
茶を混ぜると飲みやすい
花粉症対策◆熱こもりタイプ
粘りのある鼻水、目や肌のかゆみや充血が出やすい
方は、体に不要物が滞り熱を発しやすい状態、春の苦
み野菜を食べて体内のお掃除をしましょう。
（おすすめ養生茶）ミント茶、どくだみ茶、カモミール茶

【相談窓口】
健康福祉課健康増進係　　　　☎0287-92-1119　　　栃木県烏山健康福祉センター　☎0287-82-2231
栃木県精神保健福祉センター　☎028-673-8785　　　栃木いのちの電話　　　　　　☎028-643-7830

食べる地域おこし

ショックなことが起きる 眠れないことがある
気持ちが憂うつ

（自然な反応）

回復して元通りの
生活を送る

症状が毎日続いている
元通りの生活ができない

　症状が長く続いたり、生活する上で支障があるときは
専門機関に相談することが必要です。
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ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館小川図書館 馬頭図書館馬頭図書館

ＪＶＣのおはなし会
日時　３月24日（土）午後２時～
場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアズクラブの方たちが、たのし
い紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、「えんぴつたて」を作ります。

小川おはなし会
日時　４月７日（土）午前10時30分～
場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。

小川おはなし会読み聞かせボランティア募集
　小川おはなし会のボランティアとして協力していた
だける方を募集しています。子どもたちに絵本の楽し
さを伝えてみませんか。
活動日　毎月第1土曜日
時間　午前10時30分～（おはなし会・当番制）
　興味のある方は図書館のカウンターか、電話でお問
い合わせください。
　☎0287-92-5015（馬頭図書館）

たのしい絵本と紙しばいの会
日時　３月15日・ ４月５日（木）午前10時30分～
場所　馬頭図書館 視聴覚室
小さいお子さまのためのおはなし会です。
親子でご参加ください。

高校生ボランティアのおはなし会
日時　３月18日（日）午後２時～
場所　馬頭図書館　児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい紙しばいや
絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、「コロコロスノードーム」を作りま
す。

婦人ボランティアのおはなし会
日時　４月14日（土）午後２時～
場所　馬頭図書館 児童室
　婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵
本を読んでくれます。

3月11日～ 4月14日のお休み

小川図書館 馬頭図書館
☎0287-96-2335 ☎0287-92-5015

図書館の開館時間・日数などが変わります
　行政改革の一環として、馬頭・小川図書館は、４月から指定管理者への移行に伴い、次のようにサービスが変
更となります。
●開館時間の延長及び開館日数が増えます

３月まで ４月から

開館時間 平日　午前９時30分～午後６時
土日　午前９時～午後５時 午前９時～午後７時

休館日

馬頭図書館 月曜（祝日の場合は、翌日も休館） 月曜（祝日の場合は、開館し別日に振替）
小川図書館 金曜（祝日の場合は、翌日も休館） 金曜（祝日の場合は、開館し別日に振替）

２館共通
祝日
年末年始（12月28日～１月４日）
特別館内整理日（年間15日以内）

年末年始（12月29日～１月３日）
特別館内整理日（年間15日以内）

●館内のレイアウトが変わります
　馬頭図書館は、土足で利用できるようになります。
●本の貸し出しが増えます
　４月より１人15冊まで借りられます。
※指定管理者への移行準備のため、３月30日（金）と31日（土）は両館とも臨時休館となります。
　利用者のみなさんにはご不便をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

4月から

日 月 火 水 木 金 土

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
4/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

日 月 火 水 木 金 土

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
4/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
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料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tosho.com

/nakagaw
a/P
C
/

P
C
00301.aspx

◇『
権
力
者
と
メ
デ
ィ
ア
が
対
立
す
る
新
時
代
』

マ
ー
テ
ィ
ン
・
フ
ァ
ク
ラ
ー
／
著

◇『
は
じ
め
て
の
著
作
権
法
』

池
村　

聡
／
著

◇『
男
性
と
い
う
孤
独
な
存
在
』

橘
木　

俊
詔
／
著

◇『
英
語
対
訳
で
読
む
動
物
図
鑑
』

飯
野　

宏
／
監
修

◇『
図
解
食
卓
の
薬
効
事
典
』

池
上　

文
雄
／
著

◇『
日
本
の
伝
統　

発
酵
の
科
学
』

中
島　

春
紫
／
著

◇『
西
川
綾
子
の
花
ぐ
ら
し
』

西
川　

綾
子
／
著

◇『
演
歌
の
上
達
法
と
カ
ラ
オ
ケ
の
コ
ツ
』

鈴
木　

ミ
チ
／
著

◇『
羽
生
結
弦
は
助
走
を
し
な
い
』

高
山　

真
／
著

◇『
登
山
者
の
た
め
の
法
律
入
門
』

溝
手　

康
史
／
著

◇『
ヲ
ト
メ
ノ
イ
ノ
リ
』

石
田　

千
／
著

◇『
隠
蔽
捜
査
７
棲
月
』

今
野　

敏
／
著

◇『
僕
と
彼
女
の
左
手
』

辻
堂　

ゆ
め
／
著

◇『
ジ
ャ
パ
ゥ
ン 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
戦
国
記
』

清
涼
院　

流
水
／
著

◇『
玄
鳥
さ
り
て
』

葉
室　

麟
／
著

◇『
春
夏
秋
冬
し
あ
わ
せ
を
呼
ぶ
生
き
方
』

吉
沢　

久
子
／
著

◇『
ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
』

み
や
に
し　

た
つ
や
／
著

◇『
お
め
で
と
う
の
さ
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
』

西
本　

鶏
介
／
著

◇『
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
』

せ
な　

け
い
こ
／
著

◇『
大
人
に
な
っ
て
こ
ま
ら
な
い

マ
ン
ガ
で
身
に
つ
く
自
分
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』

菅
原　

洋
平
／
監
修

◇『
短
歌
は
最
強
ア
イ
テ
ム
』

千
葉　

聡
／
著

◇『
さ
か
な
の
た
ま
ご
』

内
山　

り
ゅ
う
／
写
真
・
文

◇『
世
界
の
働
く
く
る
ま
図
鑑
上
・
下
』

ス
タ
ジ
オ
タ
ッ
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
／
出
版

◇『
大
根
は
エ
ラ
イ
』

久
住　

昌
之
／
著

◇『
図
書
館
に
つ
づ
く
道
』

草
谷　

佳
子
／
著

◇『
星
を
追
う
子
ど
も
』

新
海　

誠
／
原
作

◇『
さ
よ
な
ら
、
お
ば
け
団
地
』

藤
重　

ヒ
カ
ル
／
著

◇『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ち
て
い
た
ん
け
ん
』

原　

ゆ
た
か
／
著

◇『
エ
ラ
ス
モ
サ
ウ
ル
ス
救
出
大
作
戦
！
』

ニ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ク
／
著

◇『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
ど
ろ
ぼ
う
退
治
』

マ
イ
ケ
ル
・
ボ
ン
ド
／
著

一
般
書

『
百
年
泥
』

石
井　

遊
佳
／
著

児
童
書

『
う
ん
こ
が
へ
ん
な
い
き
も
の
』

早
川　

い
く
を
／
著

那珂川町
図書館
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第
２
回「
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
」が
開
催
さ
れ
ま
す

開
催
日　

３
月
23
日（
金
）〜
３
月
25
日（
日
）　

　
　
　
　

※
那
珂
川
町
は
３
月
25
日
実
施
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
コ
ー
ス
に
設
定

主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
の
会

第
３
ス
テ
ー
ジ
の
コ
ー
ス

那
須
町（
那
須
町
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

〜
那
須
塩
原
市
〜
大

田
原
市
〜
那
珂
川
町

〜
那
須
烏
山
市
〜
茂

木
町
〜
益
子
町
〜
真

岡
市
〜
下
野
市
〜
上

三
川
町
〜
真
岡
市

（
井
頭
公
園
）

町
内
通
過
時
間

　

午
前
10
時
15
分
〜

　
　
　
　

11
時
35
分
頃

　

通
過
時
間
の
前
後
を
含
め
た
時
間
帯
は
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

交
通
規
制
及
び
沿
道
で
の
応
援
に
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
実
行
委
員
会　

☎
0
2
8（
6
8
0
）6
8
6
0

　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課　

☎
0
2
8
7（
９
２
）1
1
3
5

　
　
　
　
　
　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.tourdetochigi.com/

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ　

お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト

〜
那
珂
川
町
で
応
援
し
よ
う
〜
を
開
催
し
ま
す

　

第
２
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
と
連
携
し
た
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
道
の
駅
ば
と
う
に
て
開
催
し

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
コ
ー
ス
沿
道
で
の
応
援
で
大
会
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
25
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

会
場　

道
の
駅
ば
と
う

主
催　

な
か
が
わ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議
会
町
資
源
い
い
も
の
探
し
部
会

共
催　

那
珂
川
町

内
容　

ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
上
演
、特
産
品
等
の
販
売
、ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
応
援
グ
ッ
ズ
の
配
布

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課　

☎
0
2
8
7（
９
２
）1
1
1
4

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

町
で
は
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
て
お
り
、
現
在
は
６
人
の
隊
員
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
す
る
地
方
で
、

地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地

域
協
力
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
地
域
力
の

維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

　

隊
員
の
活
動
を
住
民
の
皆
様
に
幅
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　

３
月
27
日（
火
）　

午
後
７
時
〜

場
所

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
集
会
室

内
容地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
の
報
告

お
よ
び
意
見
交
換

申
し
込
み

必
要
あ
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課

　

企
画
調
整
係

　

☎
0
2
8
7（
９
２
）1
1
1
4

寄
贈【
２
月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書「
死
ぬ
の
も
た
い
へ
ん
だ
」他
１
冊

松
岡　

広
光
様（
小
砂
）

図
書「
英
龍
伝
」他
52
冊

磯　
　

重
昭
様（
那
須
烏
山
市
）

図
書「
ひ
よ
っ
こ
社
労
士
の
ひ
な
こ
」他
２
冊

匿
名

図
書「
癒
し
の
ひ
と
と
き
川
柳
と
ま
ん
が
」

　

２
冊　

下
野
川
柳
会

○
福
祉
基
金
へ

10
万
円　

星　
　
　

剛
様（
久
那
瀬
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
へ

１
万
円　

小
島　

義
博
様（
愛
知
県
碧
南
市
）

１
万
円　

牧　
　

繁
実
様（
東
京
都
墨
田
区
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

３
万
円　

益
子　

和
弘
様（
健
武
１
２
１
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

１
万
円　

匿
名　
　
　
　
（
５
２
０
回
）
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八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

日時　４月12日（木）
　　　午後１時30分～４時30分
会場　トコトコ大田原３階
　　　市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者　那珂川町、大田原市、那須
塩原市、那須町、矢祭町、大子町の
住民
内容　栃木県弁護士会に所属する弁
護士（２名）が相談に応じます。
※相談時間は、１人20分
申し込み　４月５日（木）から11日
（水）までに、下記まで電話にてご予
約ください。定員になり次第、受付
は終了します。
問い合わせ　大田原市総務課
☎0287-23-1111

手作り野菜で家族団らん！
｢まほろば農園｣利用者募集

対象者
・自分で育てた野菜を食べる喜びを
感じたい方
・農業をまずは小規模で体験してみ
たい方など
場所　那珂川町小川（舟戸）
　　　まほろばの湯湯親館西側
区画　１区画30㎡（全30区画）
利用料　１区画　年5,000円
利用期間
４月１日から１年間（更新可）
無料で利用できる施設等
堆肥、管理機、農具、灌水用水道な
ど
申し込み方法
農林振興課備え付けの申込書か、町
ホームページから申請書をダウンロ
ードして提出（郵送可）
http://town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申し込み・問い合わせ
農林振興課農政係 ☎0287-92-1113

地域通貨券｢土の恵｣について
お知らせ

〇早めの受け取りをお願いします
　生ごみ堆肥化協力世帯に、地域通
貨券｢土の恵｣を配布しているところ
ですが、まだ受け取られていない世
帯が多くみられます。生活環境課、
又は小川出張所で至急受け取りをお
願いします。また、有効期限は３月
31日（土）です。忘れず、お早めに
ご使用ください。※生ごみ回収協力
世帯は随時受け付けています
問い合わせ
生活環境課　☎0287-92-1110

浄化槽をお使いの皆様へ
年１回の定期検査を受けましょう

　浄化槽を設置されている方は、浄
化槽法上の｢浄化槽管理者｣として、
浄化槽が適正に管理されているかを
確認するため、保守点検や清掃とは
別に、県が指定する検査機関（（一社）
栃木県浄化槽協会）による年１回の
定期検査（浄化槽法11条検査）の受
験が義務付けられています。
　この定期検査の手続きは、保守点
検業者に委託できますので、（一社）
栃木県浄化槽協会、もしくは、保守
点検を委託している業者に相談し必
ず受検してください。
問い合わせ
上下水道課下水道係
☎0287-92-2002
（一社）栃木県浄化槽協会
☎028-633-1650

心配ごと相談終了のお知らせ

　町民の様々な悩みごとへの相談に
応じるため、月に２回開催していた
心配ごと相談については、３月をも
って終了となります。４月からは、
新たな相談窓口の開設を予定してお
ります。詳しくは広報なかがわ４月
号でお知らせいたします。ご理解を
お願いいたします。
問い合わせ
健康福祉課　☎0287-92-1119
社会福祉協議会　☎0287-92-2226

なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

●平成29年度 巡回展「栃木の遺跡」
会期　～４月１日（日）
会場　第一会場：那珂川館
　　　第二会場：湯津上館
●平成30年度 歴史解説員養成講座
｢古代なす学入門｣受講生の募集につ
いて
　歴史への関心を高め、理解を深め
てもらうために、１年を通して様々
な講座を行います。資料館周辺の史
跡見学や古代米・土器づくり、講演
会などのプログラムです。ぜひ一緒
に学んでみませんか
定員　20名（先着順）
期間　４月から翌年３月までの計
12回（全12回のうち、８回以上受講
された方には修了書を授与し、希望
者を当館の歴史解説員ボランティア
として登録します。）
第１回開催日時　４月28日（土）
午前９時30分～正午
内容　開講式・体験研修（火おこし・
勾玉づくり）
受講料　適宜
受付期限　４月26日（木）まで
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館
☎0287-96-3366 FAX0287-96-3340

馬頭郷土資料館
からのお知らせ

●平成30年度古文書講座
　受講生募集のお知らせ
　町内に伝わる古文書をもとに、古
文書の読み方や内容など分かりやす
く講座します。
定員　20名（先着順）
日時　平成30年４月～翌年３月の
毎月第３水曜日　午後１時30分～
場所　馬頭郷土資料館　会議室
講師　深澤　福二氏（町文化財保護
審議会委員）
受講料　無料
申し込み・問い合わせ
馬頭郷土資料館
☎/FAX　0287-92-1103
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那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわTOWN
6:00 文字放送6:30
7:00 NewsなかがわTOWN
7:30 文字放送
8:00 なかTVチョイス
8:30 文字放送
9:00 NewsなかがわTOWN
9:30 文字放送
10:00 栃木県提供番組10:30
11:00 NewsなかがわTOWN
11:30 文字放送
12:00 なかTVチョイス
12:30 NewsなかがわTOWN
13:00 文字放送
13:15 企画番組・文字放送13:30
14:15 文字放送14:30
15:00 NewsなかがわTOWN
15:30 文字放送
16:00 なかTVチョイス
16:30 文字放送
17:00 JAXA番組
17:30 THE　MAKING
18:00 見つめてみよう！植物の世界
18:30 企画番組・文字放送19:00
19:30 NewsなかがわTOWN
20:00 文字放送
20:15 栃木県提供番組20:30
21:15 NewsなかがわTOWN
21:45 文字放送
22:00 企画番組・文字放送22:30
23:00 NewsなかがわTOWN
23:30 文字放送
0:00 なかTVチョイス
0:30 文字放送
1:00 NewsなかがわTOWN
朝まで 文字放送

★お知らせ★
　都合により予告なく番組を変更
する事があります。電子番組表（リ
モコンの「番組表」ボタン）で確認
をお願いします。

シルバー人材センターを
ご利用のみなさまへお知らせ

●利用料金の改定について
　平成30年４月１日より、利用料
金が改定されます。これは毎年10
月に栃木県の最低賃金が改正される
ことにより、最低賃金を下回る職種
について見積り基準額を改定してお
ります。
●振込先の変更について
　１月から、振込先が変更になりま
した。みなさまには、大変ご迷惑を
お掛けしますがご理解、ご協力いた
だきますようお願いいたします。
問い合わせ　シルバー人材センター
☎0287-92-5730

「河川愛護モニター」
募集のお知らせ

活動期間　平成30年７月１日から
２年間
活動内容　日常生活の範囲内で知り
得た情報を河川管理者に伝える
活動範囲　常陸河川国道事務所が管
轄する那珂川・久慈川及び支川の住
居に近い約５㎞の範囲
応募資格　活動範囲から概ね５㎞以
内に居住する満20歳以上の方
募集人員　５名
応募期限　平成30年５月16日（水）
その他　詳細は下記へお問い合わせ
ください。
申し込み・問い合わせ
国土交通省常陸河川国道事務所河川
管理課河川愛護モニター担当
☎029-240-4071

★ケーブルテレビ企画番組

日　付 番　組　名
3/12～3/18 平成29年度公民館講座

いきいきシニア教室総集編
3/19～3/25 産学官連携事業「なかがわ学」発表会
3/26～4/１ 馬頭中学校卒業式
4/2～4/8 小川中学校卒業式

4/9～4/15
みんなで子育てわんぱく
広場（１月、３月収録）・
南那須地域医療を守る会
「腸活のすすめ」講演会

★なかTVチョイス

日　付 番　組　名
3/12～3/18 那珂川町文化協会音楽部

合同コンサート①
3/19～3/25 那珂川町文化協会音楽部

合同コンサート②
3/26～4/1 那珂川町文化協会音楽部

合同コンサート③
4/2～4/8 南那須地域医療を守る会

「えりのあコンサート」前編
4/9～4/15 南那須地域医療を守る会

「えりのあコンサート」後編

平成30年度「協会けんぽ」
保険料率のお知らせ

　中小企業等で働く方やそのご家族
が加入している健康保険｢協会けん
ぽ｣栃木支部の健康保険料率は9.92
％へ引き下げ、介護保険料率は1.57
％へ引き下げになります。変更時
期は平成30年４月納付分からです。
詳しい内容は下記でご確認ください。
協会けんぽホームページ
http://www.kyoukaikenpo.or.jp/
問い合わせ
協会けんぽ栃木支部
☎028-616-1692

平成30年度法務省専門職員（人間科学）採用試験のお知らせ
　人事院・法務省では、下記のとおり採用試験を実施いたします。

受験資格　１．矯正心理専門職
　　　　　平成30年４月１日において21歳以上30歳未満の者

【21歳未満で大卒（見込み）の者は受験可】
　　　　　２．法務教官または保護観察官
　　　　　平成30年４月１日において21歳以上30歳未満の者　

【21歳未満で大卒（見込み）、短大卒（見込み）の者は受験可】
　　　　　３．法務教官（社会人）
　　　　　平成30年４月１日において30歳以上40歳未満の者
　詳しくは、法務省ホームページをご覧ください　http://www.moj.go.jp/
試験日　第１次試験日（筆記試験）　平成30年６月10日（日）
申込受付期間
　インターネット　平成30年３月30日（金）～４月11日（水）まで
　　　　　　　　　（原則として、インターネット申込みをご利用ください）
　郵送又は持参　　平成30年３月30日（金）～４月２日（月）まで
　　　　　　　　　（インターネット申込ができない場合のみ）
申し込み・問い合わせ（申込用紙の請求）　東京矯正管区職員課　☎048-600-1502
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（
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名
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母
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名
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所
）
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名
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（
年
齢
） 

（
住
所
）

「
い
よ
い
よ
卒
業
！
台
所
か
ら
は

じ
め
た
地
域
お
こ
し
」

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
奮

闘
記
を
書
い
て
い
る
と
、
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
漂
う
春
の
匂
い
が
、

引
っ
越
し
て
き
た
頃
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。３
年
前
の
春「
食

で
元
気
を
応
援
！
」と
い
う
テ
ー

マ
で
台
所
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
お

こ
し
は
、
お
陰
様
で
丸
３
年
。
子

育
て
支
援
事
業
と
の
コ
ラ
ボ
で
産

前
産
後
養
生
ラ
ン
チ
提
供
や
、
薬

膳
料
理
教
室
な
ど
薬
膳
を
軸
に

様
々
な
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。卒
業
後
は
小
鮒
農
園「
台

所
共
室
」と
い
う
名
で
、
薬
膳
な

ど
の
養
生
を
共
に
学
ぶ
教
室
を
運

営
、
農
園
を
営
ん
で
い
る
か
ら
こ

そ
で
き
る
風
土
や
自
然
の
恵
み
を

活
か
し
農
と
食
で
多
く
の
方
々
の

元
気
の
応
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
私
が
、
薬
膳
や
伝
統
医

学
を
学
び
は
じ
め
た
の
は
、
20
代

で
大
き
な
病
気
を
得
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
命
と
は
人
生
と

は
何
な
の
か
模
索
し
な
が
ら
歩
む

う
ち
に
、
自
分
だ
け
で
な
く
誰
か

の
元
気
の
応
援
を
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
本
格
的
に
学
び

は
じ
め
ま
す
。
そ
の
後
、
自
然
に

寄
り
添
う
暮
ら
し
が
し
た
い
気
持

ち
が
高
ま
り
農
家
を
目
指
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
矢
先
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
、
友
人
が
住
ま
う
沿
岸
部

を
津
波
が
襲
い
ま
し
た
。
家
族
の

安
否
確
認
が
出
来
て
ほ
っ
と
し
て

い
た
ら
、
あ
る
友
人
が「
原
子
力

発
電
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が
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発
し
放
射
能
が
飛
散

し
て
い
る
の
で
風
上
の
新
潟
方
面

へ
逃
げ
な
さ
い
」と
連
絡
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く
だ

さ
い
ま
し
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。
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で
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し
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な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大

変
だ
と
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と
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慌
て
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べ
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と
、
友
人
の

言
う
通
り
、
残
念
な
が
ら
厳
し
い

状
況
、
後
を
追
う
よ
う
に
ニ
ュ
ー

ス
で
も
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
彼
女
は
震
災
以
前
か
ら

真
に
持
続
可
能
な
社
会
と
は
何
な

の
か
、
問
い
な
が
ら
生
き
て
き
た

人
、
私
は
彼
女
の
一
言
の
お
か
げ

で
、
自
分
の
暮
ら
す
社
会
の
仕
組

み
に
つ
い
て
、
無
関
心
そ
し
て
無

知
だ
っ
た
と
気
づ
き
ま
し
た
。
初

め
は
戸
惑
い
つ
つ
も
、
と
に
か
く

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う

と
、
そ
の
と
き
私
た
ち
夫
婦
は
、

初
め
て
社
会
全
体
の
こ
と
、
自
然

の
こ
と
命
の
こ
と
を
考
え
、
よ
り

よ
い
未
来
へ
繋
が
る
仕
事
を
し
よ

う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
が

夫
と
は
じ
め
た
小
鮒
農
園
の
は
じ

ま
り
で
す
。

今
後
の
お
知
ら
せ
は「
な
か
が

わ
薬
膳
日
記
」又
は
小
鮒
農
園
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://kobuna-

farm.com

）に
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
々
の
元
気
の
応

援
が
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、
職
員
の

皆
様
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
皆
様
に
感
謝
で
す
。
３
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
家
族
共
々
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
）

受
付
分　
　
　

敬
称
略

３月１日現在の人口
（住民基本台帳）

　男　 8,531 人 （－ ６）
　女　 8,222 人 （－ ４）
　計　 16,753 人 （－ 10）
世帯数 6,070 （＋ ４）
（　）内は前月との比較
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尾形月耕「月耕随筆　花売る人 花活る人」

優秀賞「カゴ編みして待ってます」
撮影者：佐川　栄治さん（那須塩原市）　撮影地：馬頭

入選「ショウジョウバカマのお出迎え」
撮影者：佐藤　治男さん（真岡市）　撮影地：富山

凧が悠々と空に上が
る正月、ツバキやモモ
など様々な花材を積ん
だ駕籠を目の前に、女
性がこれから活ける花
を選んでいます。天秤
棒の両端にのせた駕籠

の下でしゃがむ振り売り（行商）は、女性の方を見上げ、
売り物の花材について話をしているのでしょうか。
本図のように、花材や鉢植えが振り売りなど多くの庶

民が手に取りやすい形式で売られたのは、生け花や園芸
が庶民層にも親しまれた江戸時代からと考えられていま
す。江戸時代は大きな戦乱もなく、安定した暮らしを享
受できる時代でした。その安定さ故か、鑑賞を目的に植
物を栽培する園芸や生け花が流行した時代でもありま
す。園芸、すなわち植物を鑑賞目的で栽培することは、
野生の花木を大名屋敷の庭に植える庭園から始まったと
言われています。やがて庭を持たない長屋暮らしの人々
も鉢栽培などを楽しみ、江戸の園芸ブームは身分階級問
わずに広がっていたようです。町には鉢ものを売る植木
売りが歩き、品評や種・苗の交換も活発に行われまし
た。また、生け花の庶民化は江戸中期頃と考えられ、そ
の花材は主に隅田川東側に位置する現葛飾区の百姓たち
によって栽培され、植木屋に集荷された後に江戸中に売
られたと言われています。シャクヤクやボタン、ナデシ
コ、キクなどの多種多様な草花が栽培され、特に堀切で
はハナショウブの栽培が盛んでした。当時、千駄木や染
井など植木屋が集中している地域は花の名所として親し
まれていましたが、堀切は江戸近郊の新名所として多く
の人々がハナショウブを楽しみに訪れました。
江戸時代の植物を身近において親しむ姿は、身分階級

問わず見られたとも言えます。鉢物栽培から生け花に至
るまで方法は多種多様ですが、その姿や風景は当時の浮
世絵に描かれ、知ることができます。

本稿ではその一部しかご紹介できませんが、展覧会で
は衣食住や行事、文化など植物と人々の繋がりを浮世絵
から探ります。本展覧会を通じて、浮世絵が流通した当
時の植物の楽しみ方や関係性を感じて頂けたら幸いで
す。

【会　期】　３月14日（水）～４月15日（日）
【ミュージアムトーク】　３月17日(土)
午後１時30分～　当館学芸員
【開館時間】　午前９時30分～午後５時　
　　　　　　（ただし入館は午後４時30分まで）
【休館日】　月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日
【入館料】　大人　500円（450円）　
　　　　　高・大学生　300円（270円）
※（　）は20名以上の団体料金　
※中学生以下は無料
※障がい者手帳等をお持ちの方とその付き添い１名は半額

企画展

「浮世絵の植物たち　―青木コレクションから見る浮世絵の草花―」
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